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仕様

電源電圧 標準ＤＣ１２Ｖ（９～１４Ｖ可）

ＬＥＤ２８個構成！全点滅・ステップ点灯機能付き

”の巨大ＬＥＤランプ

Y76(35K)000118 CODE 1881-235 第7版 121204 GYYY

基板サイズ

Ｃ－ＭＯＳ ＩＣを使用の簡単な回路。

点灯モードは２種、スイッチで即時、切り替え可能です。

パワーオンリセット回路で電源ＯＮ時は必ず消灯からスター

トします。

ＬＥＤ発光基板が本体基板と分離されているので、発光基板

のみ延長（４線必要：電源を含む）可能です。

（※延長は数ｍ程度可）

［キット］

ＰＫＡ－２８

動作時電流 (ﾋﾟｰｸ)約１００ｍＡ(ＤＣ１２Ｖ時）

ＬＥＤ型・個数 直径５ｍｍ 面発光型 ２８個

点灯モード ２種

・ＡＬＬモード

ワンダーキット（共立電子産業㈱）、販売元、再販業者では、お客さまに対し、

本商品がお客さまの特定の目的にかなうこと、他の製品に対して侵害なき事を一

切保証する事はできません。また、いかなる状況下、法律上、契約上のもとにお

いて、間接的、付随的、あるいは結果的に生じた、いかなる種類の損害に対して

も一切の責任を負えません。あらかじめご了承の上、ご利用ください。

ＬＥＤ発光光度 平均 ８０ｍｃｄ
（順電流２０ｍＡ時）

ＬＥＤ発光指向角度 ±１０°
（相対光度８０％の位置）

ＬＥＤ発光色 赤色

点滅スピード ０．１～１．５秒（ボリウム調整可）

備考 ・発光部基板、切り離し延長可

・デューティ比コントロールによる省電力化

（視感度はほぼ同じで連続発光時の約半分の電力）

［DCｼﾞｬｯｸ：ｾﾝﾀｰﾌﾟﾗｽ φ2.1］

本体 Ｗ６７．６ Ｄ５８．１ Ｈ１７ mm

発光部 Ｗ５８．１ Ｄ５３．６ Ｈ１１ mm

※引きちぎれ防止のため基板穴に通してから

配線してください。

※Ｈは基板の厚みを含む最高値

消灯→全点灯 繰り返し

・ＳＴＥＰモード

消灯→中心→内周円→外周円 繰り返し

※電池・アダプター等の電源は別途ご用意ください．
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電源・モード

切替スイッチ

電源入力

ＤＣジャック

電源入力

汎用端子

点滅スピード

調整ボリウム

速

遅

出入

入

出

▲

▲

長く残すとケース内に実装した時

に上の基板と接触します。なるべ

く短めにしてください。

茶緑橙金×３

取付方向注意！

足の長い方側

－

ＬＥＤの電極の構造はキット付属品の場合の物で

す。お客様が別途購入したＬＥＤの場合は異なる

事がありますので注意してください。

-
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パーツリストでパーツをチェックしてください。

リスト中の□にチェックを入れましょう。

商品の管理には万全を期していますが万が一「欠品」

があった場合は、お手数ですが下記までご連絡ください。

ＴＥＬ ０６－６６４４－４４４７（代）

ＦＡＸ ０６－６６４４－４４４８

ワンダーキット 製造部 まで

□ １５０（茶緑茶金）７個
□ １Ｋ（茶黒赤金）１個
□ １０Ｋ（茶黒橙金）１個
□ １５Ｋ（茶緑橙金）３個
□ ２２Ｋ（赤赤橙金）２個
□ １００Ｋ（茶黒黄金）１個

□ 基板「ＰＫＡ－２８」 2枚

□ 電界コン １０μＦ １個

□ 電界コン ４７μＦ １個

□ ジャンパー線 １３個

□ スライドスイッチ １個

□ ５φ赤ＬＥＤ ２８個 赤色

パーツの取り付けは組立参考図やパーツリストを見

ながら番号順に行ってください。

パーツは無理のない範囲で基板に当たるまで、きち

んと差込、ハンダ付けしてください。

ペーストは絶対に使わないでください。

②ジャンパー線

まっすぐに差し込む
取付方向なし

□ Ｊ １（１０．１６ｍｍ）

□ Ｊ ２（１０．１６ｍｍ）

□ Ｊ ３（１０．１６ｍｍ）

□ Ｊ ４（１０．１６ｍｍ）

□ Ｊ ５（１０．１６ｍｍ）

□ Ｊ ６（ ７．６２ｍｍ）

□ Ｊ ７（１０．１６ｍｍ）

□ Ｊ ８（１０．１６ｍｍ）

□ Ｊ１１（ ７．６２ｍｍ）

－以下 発光部基板－

□ Ｊ ９（１５．２４ｍｍ）

□ Ｊ１０（１５．２４ｍｍ）

□ Ｊ１２（ ５．０８ｍｍ）

□ Ｊ１３（ ５．０８ｍｍ）

それぞれの

幅に曲げてください

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

⑥スライドスイッチ

□ ＳＷ１

□ ＩＣ ４０３５ １個

□ ＩＣ ４５８４ １個

□ ＩＣ ６２００３ １個

穴位置にあわせて

まっすぐ差し込む

□ 積層セラミックコンデンサ ５個

より明るい光を出したい場合は光度の高いＬＥＤを取り付ける

必要があります。「白色」「青色」などの順方向電圧の高い物

以外のほとんどの５φＬＥＤが代替え可能です。付属のＬＥＤ

取り付け前に別途ご購入の上、お取り付けください。

お店では「高輝度ＬＥＤ」と呼ばれて販売されていますので電

子部品販売店でおたずねください。

□ 半固定ボリウム １個

□ ダイオード ９個
□ ＤＣジャック １個

□ リード線 ４本

①基板

基板が2枚ある事を確認してください。

発光部基板、制御部基板の2枚となります。

ジャンパー線、抵抗は両方の基板に取り付けがありますの

でよく見て実装してください。

□ Ｒ １ ２２Ｋ（赤赤橙金）

□ Ｒ ２ ２２Ｋ（赤赤橙金）

□ Ｒ ６ １Ｋ（茶黒赤金）

□ Ｒ ７ １０Ｋ（茶黒橙金）

□ Ｒ ８ １００Ｋ（茶黒黄金）

－以下 発光部基板－

□ Ｒ ９ １５０（茶緑茶金）

□ Ｒ１０ １５０（茶緑茶金）

□ Ｒ１１ １５０（茶緑茶金）

□ Ｒ１２ １５０（茶緑茶金）

□ Ｒ１３ １５０（茶緑茶金）

□ Ｒ１４ １５０（茶緑茶金）

□ Ｒ１５ １５０（茶緑茶金）

④抵抗

③ダイオード
□ Ｄ１

□ Ｄ２

□ Ｄ３

□ Ｄ４

□ Ｄ５

□ Ｄ６

□ Ｄ７

□ Ｄ８

□ Ｄ９

向きに注意！

※Ｒ３，４，５は縦

付けになります。取

り付けは後述。

⑤ＩＣ

□ ＩＣ１ ４０３５(16P)

□ ＩＣ２ ４５８４(14P)

□ ＩＣ３ ６２００３(16P)
マークを

合わせる

※図は１６ピンです

発光部 制御部
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⑩ＬＥＤ

□ ＬＥＤ１～２８

取付方向注意！

足の長い方側

+

+

これで基板の組立は終了です。

⑧電解コンデンサー

□ Ｃ４ １６Ｖ １０μ

□ Ｃ７ １６Ｖ ４７μ

－の印

足の

長い方が＋

長

※逆に取り付けると点灯しません！

注意して取り付けてください。

⑪ＤＣジャック

□ ＤＪ１

⑫半固定ボリウム

□ ＶＲ１ １００Ｋ

⑬基板同士の配線

□ 線材 ４本

ＣＮ１－ＣＮ１’

の同じ番号同士を

接続する。

■ＡＣアダプターの場合

電圧： ＤＣ９～１２Ｖ

プラグ経： φ２．１

極性： センタープラス

の物をご用意ください。

■電池の場合

００６Ｐ電池など９Ｖ程度の物をご用意ください。

接続には「電池スナップ」が必要です。別途ご用

意ください。

電池スナップ

００６Ｐ型

９Ｖ電池

１．５Ｖ電池を８本

直列（１２Ｖ）でも

結構です。

赤(+)

黒
赤

黒(-) 接続

※１２Ｖの方が明るく点灯します。

ＡＣアダプターの場合の注意

・極性が逆でないかよく確認してください。

（中心が「＋」の物です。）

電池の場合の注意

・極性が逆でないかよく確認してください。

・電池が消耗していないかテスターがある場合は接続前

に確認しておいてください

－ ＋

電源入力

汎用端子

赤

黒

電池スナップは「ＰＷ」の＋、－端子に接続し

てください。

⑨抵抗（縦付け）

長く残すとケース内

に実装した時に上の

基板と接触します。

なるべく短めにして

ください。

□ Ｒ ３ １５Ｋ（茶緑橙金）

□ Ｒ ４ １５Ｋ（茶緑橙金）

□ Ｒ ５ １５Ｋ（茶緑橙金）

⑦積層セラミックコンデンサ

□ Ｃ１ １０４（０．１μＦ）

□ Ｃ２ １０４（０．１μＦ）

□ Ｃ３ １０４（０．１μＦ）

□ Ｃ５ １０４（０．１μＦ）

□ Ｃ６ １０４（０．１μＦ）

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

引きちぎれ防止のため穴に通

して配線してください。

当社以外のＡＣアダプターの場合は負荷が軽い時には高

い電圧が出ています。（ＬＥＤ全消灯時などに）ＩＣの

破壊電圧に達する場合があるので、他社製使用の場合は

「９Ｖ」程度の物にしてください。

ＡＣアダプターは当社製

「かしこいACアダプター 12V」又は

「かしこいACアダプター 9V」を

御使用する事をお勧めします。他社製アダプター使用
による故障、誤動作等の保証は致しかねます。
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動かない時は

ＡＣアダプターの接続

電池の接続

電池 ９Ｖ

電源接続前に電源スイッチが「ＯＦＦ」である事を確認

してください。

消灯→全灯 繰り返し

ＡＬＬモードで点灯テストします。

電源スイッチを中央にセットしてください。

ボリウムを回して点滅周

期が変化するかチェック

してください。

10μ

点滅スピード

調整ボリウム

速

遅

ＳＴＥＰモードで点灯テストします。

電源スイッチを左端にセットしてください。

消灯→中心→内周円→外周円 繰り返し

ボリウムを回して点滅周

期が変化するかチェック

してください。

10μ

点滅スピード

調整ボリウム

速

遅

動作不良の原因のほとんどは「ハンダ付け不良」です。

・ハンダの量が少なすぎないか。

・ハンダが関係ない隣りの回路とつながっていないか。

よく見てください。

ＩＣ，ダイオード，ＬＥＤなどは向きが違うと全く動作し

ませんので組立参考図をよく見て確認してください。

どうしても動作不良の原因が、わからない場合は、現在の

症状を明記の上、別紙「修理の案内」の手順で修理依頼を

してください。

パーツを差し替える場合

パーツを差し替える時は「ハンダ吸い取り線」という

物を使ってハンダを吸い取ってください。ホームセンタ

ーなどで購入できます。

使い方は、取りたい部分の上に吸い取り線を乗せ、ハ

ンダごてを当てるだけです。溶けたハンダは吸い取り線

に吸収されるので簡単に部品がとれはずせます。

ハンダ吸い取り線

制御機能について

電源・モード
切替スイッチ

電源入力
ＤＣジャック

点滅スピード
調整ボリウム

速

遅

電源ＯＦＦ

ＡＬＬモード

全点灯→全消灯

ＳＴＥＰモード

順次点灯

約０．１～１．５秒の間で

調整可能。

この時間 この時間

※図はＡＬＬモード

基板延長について

本体基板と発光基板間の配線は最大数ｍ程度であれば、延長して

も実用上問題ないと思われます。

（延長線が長い程、誤動作や異常の起こる率は高くなります。）

異常があった場合は短くするか、「シールド線」等を使用してお

試しください。

基板間、配線延長の場合の完全な動作保証は致しかねます
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・・・

◆電源が電池の場合は新品の電池に交換してみてください。

（急に変になった場合は電池切れである事がよくあります）

◆電源・配線接続・ハンダ付けが正しく行われているか、もう

一度チェックしてください。

◆基板間の配線、電源ははずれていませんか？

◆どうしてもわからない場合は、現在の症状を明記の上、別紙

「修理の案内」の手順で修理依頼をしてください。

◆長期間使用しない時は電池、電源を取り外してください。

◆電子部品・基板が濡れると故障の原因となります。水に浸かっ

たり、濡れたりしない所でご使用ください。

◆強い電磁波や放射線などに当てないでください。

誤動作する場合があります。

◆基板間延長時には電磁的影響による誤動作の発生する確率が高

くなります。

当キットの規格以外の使い方や改造の仕方についての御質問はご遠慮下さい。
規格以外の使い方や改造による不動作、部品の破壊等の損害については一切補償致

しかねます。また、ご質問は質問事項、明記の上「封書」「ＦＡＸ」「Ｅメール」
でお願いします。お電話ではお答いたしかねます。（内容によっては回答に時間の
かかる場合があります。）［ＦＡＸ ０６ ６６４４ ４４４８］

［Ｅメール wonderkit@keic.jp］

〒556-0004 大阪市浪速区日本橋西 ２－５－１
ＴＥＬ（０６）６６４４－４４４７（代）

ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８
通販専用ＴＥＬ（０６）６６４４－６１１６

(回路図は製品版に記載されています)


